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宣伝会議賞とは

中高生部門は、コピーの応募者が全て中学・高校生です。

→応募総数は増加傾向にあり、第6回（前回）は、

全国の中高生から約4万3,000通のコピーが集まりました。

広告・クリエイティブの仕事を社会に伝えます。

→ 応募者は中高生から主婦、プロのライターまで幅広く、

賞を通じて、あらゆる方々に広告の仕事に触れる機会を提供しています。

広告・クリエイティブの未来を担う人材の発掘・育成に寄与します。

→ 過去の応募者・受賞者には、糸井重里氏や林真理子氏をはじめ、各界で活躍する方が多数います。

宣伝会議賞は、宣伝会議創刊100号を記念して、1962年にスタートした

日本最大級の公募型広告賞で、コピーライターの登竜門となっています。
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中高生部門とは

宣伝会議賞 中高生部門は、2016年に第54回宣伝会議賞の開催と合わせて新設いたしました。

時代の変遷とともに、メディア環境は大きく変化しています。特にWebの登場によって、「一億総メディア時代」とも言われるように、

個人がメディアとなって情報発信できる時代が到来しました。誰もが「発信者」になれる時代だからこそ、中学生・高校生の皆さまにも、

広告コピーとの関わり合いを通じて、コトバの魅力やパワーを実感し、もっと活用してもらいたい。こうした想いから、本部門を立ち上

げました。

「中高生部門」は自由な視点で取り組み、それぞれの感性を生かしながらコトバを考え、磨き上げる場です。中学生・高校生の熱意を

持った応募作品から、企画のヒントも見つけていただければ幸いです。

今後も「中高生部門」の更なる拡大を通じて、広告界の発展につながるよう、工夫と改善を重ねてまいります。本賞の主旨をご理解い

ただき、貴社のご協賛を賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。

誰もが発信者になれる今、言葉の力を広告コピーから感じてもらいたい。

次世代のクリエイターを育成し、宣伝・広告界のさらなる発展へ。
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応募促進のために

学校連動施策

第6回 団体応募には、

第5回の189校を上回る

220校が参加しました

読売中高生新聞との連動

中学校約10,000校・高等学校約5,000校の学年主任宛に、

宣伝会議賞の告知と合わせ「宣伝会議賞 中高生部門 団体応募のご案内」を送付。

「総合的な学習として」「社会学習のため」「部活動の一環として」等、

学年やクラス単位でご応募いただきました。

さらに希望を募り、プロのコピーライターと出張授業を実施。

毎年約10校で出張授業を行っています。

実売約90,000部の読売中高生新聞へ広告掲載

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

1,287 
5,421 

30,929 

45,731 
50,353 

42,984応募総数
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課題について

9月1日に課題を掲載

前回

9 課題

※2022年3月時点のスケジュールです。

※状況により、課題掲載は1ヵ月程度後ろ倒しになる

可能性がございます。
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過去の受賞作品

第6回結果

第4回結果

グランプリ

ジョンソン・エンド・ジョンソン

初めてのコンタクトならアキュビュー®！と思わせるキャッチフレーズ

たまに眼鏡が一番可愛い

準グランプリ

イミュ

中高生が「塗るつけまつげ」を使ってみたくなるキャッチフレーズ

きみにとど毛

第3回結果

グランプリ

ザ・プロアクティブカンパニー

「ニキビケアはプロアクティブ」とSNSでオススメしたくなるキャッチフレーズ

もうイクラ軍艦とはよばせない

準グランプリ

ECC

“英語が話せたらカッコイイ”と思わせる、覚えやすいキャッチフレーズ ！

宇宙人が怖いのは言葉が通じないからだと思う。

第5回結果

グランプリ

河合塾

オンライン授業が浸透する中、河合塾に通う価値を感じるキャッチフレーズ

みんないまどこ？

準グランプリ

弘文堂

『こども六法』の魅力を広めるためのキャッチフレーズ

いーけないんだ、いけないんだ。刑法に、よりますと。

グランプリ

ヤマハ発動機

「電チャリ」に乗って学生生活を送りたくなるアイデア

ヤマッハ

準グランプリ

特別課題

中高生がSDGsに積極的に参加したくなるコピー

俺、スカートはきたい。
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応募者データ

13-15歳. 

12%

16-18歳. 

88%

男性. 

37%
女性. 

67%

関東. 

55%

近畿. 

20%

中部. 

13%

九州. 

5%

その他. 

7%

性別 年齢 地域

応募総数

4万2,984作品

平均年齢

16.8歳

※前回実績

※Web応募者の属性です。学校単位の団体応募者（中学校60校・高校154校・中高一貫校6校）は含まれていません。
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応募者イメージ
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読売中高生新聞との連動①（予定）

課題掲載 課題チャレンジの掲載
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読売中高生新聞との連動②（予定）

課題発表 発行部数
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学校からの声

商品プロモーションではなく「教育」機会として知ってもらう。

宣伝会議賞委員会 中高生部門事務局

ご担当様

大変お世話になっております。ご多用のところご連絡ありがとうございました。

おかげさまで、全３クラスの実施を終えまして現在集計中でございます。

拙いものも多いのですが参加者全員分、お送りする予定です。

授業を終えた翌週「先生、将来コピーライターを目指しています」と打ち明けてくれた

女子生徒がいました。ガリガリ君の商品開発について詳しく調べたノートを見せてくれ、

胸がいっぱいになりました。

将来の進路実現に向けて、少しでも役立てることがあればと奮闘する毎日です。

今週末までに提出いたします。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

茨城県のある高等学校探究・司書担当の先生から
▲ 応募にあたって生徒が作成したノート
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学校との連動

学校連動施策

中学校約10,000校・高等学校約5,000校の学年主任宛に、宣伝会議から

宣伝会議賞の告知と合わせ、「宣伝会議賞 中高生部門 団体応募のご案内」を送付。

クラス単位、学校単位での応募を促進します。本施策は第2回から実施し、

第6回では、北海道から沖縄まで延べ220校が参加しました。

団体応募の応募動機としては、「総合的な学習として」「社会学習のため」

「授業の一環として」「生徒の自主的活動として」「部活動の一環として」

「学科の取組として」等が挙げられました。「今年は準備ができなかったが、

来年は参加したい」という声もいただいており、更なる応募が見込まれています。

オプション DM同梱

発送物：中高生部門教材セットの送付

発送先：全国の中学校・高等学校のうち

教材セット申込校

発送件数：300～400校

発送日：2022年9月中旬より順次発送予定

同梱可能資材：A4 1枚

費用：別途ご相談

申込締切：2022年7月29日（金）

※教材セットに同封して発送するため、授業内で教材として

取り上げられる機会や、生徒の目に届く機会が多くなります。

※同梱物は8月末納品を予定しています。

東洋学園大学様
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第7回中高生部門概要

応募対象 応募締切日時点で、国内外の中学校・高等学校（通信制含む）に所属する方

作品募集期間 2022年9月1日～11月1日（予定）

宣伝会議賞オフィシャルサイト内にて課題掲載

応募方法 各企業からよせられた課題について、コピーと企画意図を記載し、オフィシャルサイトより応募

入賞作品の発表 『宣伝会議』2023年4月号（3/1発売）誌上にて発表（予定）

賞およびその内容 グランプリ 1点

準グランプリ 1点

ゴールド／シルバー／ブロンズ 各1点

協賛企業賞 各課題1点

審査方法 日本の広告界を牽引するクリエイティブディレクター、コピーライターによる厳正な審査

※2022年3月時点のスケジュールです。

※状況により、作品募集期間、入賞作品の発表は

1ヵ月程度後ろ倒しになる可能性がございます。
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審査員（前回実績）

中高生の心に響くクリエイティブを生み出すクリエイターが、厳正に審査を行います。

＜審査員長＞

阿部 広太郎 氏

電通

コピーライター

「企画でメシを食っていく」主宰。作詞家として「向井太一」「円神」「松尾太陽」に詞を提供。著書に『コピーライター

じゃなくても知っておきたい心をつかむ超言葉術』（ダイヤモンド社）、『それ、勝手な決めつけかもよ?だれかの正解にし

ばられない「解釈」の練習』（ディスカヴァー・トゥエンティワン）。この文章を見てくれているあなたへ。きっと書けます。

一本でもいいです、送ってください。待ってます。

押部 由紀奈 氏

I&S BBDO

Copywriter ／ Creative Planner

小藥 元 氏

meet&meet

コピーライター／クリエイティブディレクター

坂本 美慧 氏

博報堂

コピーライター

藤曲 旦子 氏

電通

コピーライター／CMプランナー

堀井 沙也佳 氏

ビーコンコミュニケーションズ

コピーライター

松井 一紘 氏

xpd

コピーライター／プランナー／

クリエイティブディレクター

山根 哲也 氏

ライトパブリシティ

クリエイティブディレクター／コピーライター
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プロモーション展開

Target

by

PR

AD

希望する中学校・高等学校で審査委員が授業を実施。コピーライ

ティングの基礎を教え、中高生部門への応募促進をダイレクトに

行います。

出張授業

「読売中高生新聞」など、中高生の読者やユーザーを持つメディ

アと連携し、全国に幅広く告知や応募促進企画を行います。第二

回では「渋谷のラジオ」で特集が組まれました。

メディアとの連携

Facebookを中心とし、Twitter、InstagramなどSNS上での応募

促進を行います。

SNSへの広告出稿

中学校・高等学校の学年主任宛に、「団体応

募のご案内」を送付。クラス単位、学校単位

での応募を促進します。

学校連動施策

宣伝会議賞公式サイト、SNSでの告知を行い

ます。

公式サイト、SNSでの告知
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スケジュール

協

賛

企

業

様

審

査

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

8月
初旬

課題
提出
〆切

9/1

課題
告知

スタート

11/1

応募
受付
終了

3/1

協賛
企業賞
掲載

3月
上～中旬

贈賞式

4/1

レポート

掲載

1月
上旬

協賛
企業賞
〆切

11月～2月

審査会実施

『

宣

伝

会

議

』

※2022年3月時点のスケジュールです。

※状況により、作品募集期間、誌面掲載は

1ヵ月程度後ろ倒しになる可能性がございます。
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料金・申込締切

※ 消費税は、別途頂戴いたします。

※ 1口につき1課題のご協賛となります。複数の課題協賛をご検討の場合はご相談ください。

※ 最大20課題（予定） お申し込みは先着順となります。 お早めにお申し込みください。

※ 1カテゴリー1社のご協賛とさせていただきます。同じカテゴリーのご協賛がある場合、お申込みできません。

※ 学校へのDM同梱はオプションとなり、追加10万円をいただきます。

※ 本広告賞応募者の個人情報は、受賞発表、連絡、および個人を特定できないマーケティングデータとして主催者が活用するものであり、

協賛各社に提供されるものではないことをご了承ください。

■企画詳細

◆ 第60回 宣伝会議賞「第7回 中高生部門」課題掲出、特設サイト掲載

◆ 中高生へのプロモーション（学年主任への「団体応募のご案内」送付、出張授業など）

◆ SNS（Twitter、インスタグラムなど）広告配信

◆「読売中高生新聞」との連携企画実施

◆ 審査会の企画および運営

◆ 贈賞式の企画および受賞者対応 など

一次締切：2022年6月24日（金）

協賛金額： 金額はお問い合わせください

https://cont.sendenkaigi.com/l/863161/2021-02-02/2tfgbd?_fsi=bXmhs3u5&_fsi=bXmhs3u5
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お問い合わせ

株式会社宣伝会議

法人様窓口

Tel  : 03-3475-7666

Mail : houjin@sendenkaigi.com


